
４．４．４．４．４．クロムクロムクロムクロムクロム（（（（（ＣＣＣＣＣｒｒｒｒｒ）））））

　植物体中のクロム濃度は、通常0.2～1.0ppmの範囲にあるとされている２９）。
Saintrat(1948)２０）は、ジャガイモ(塊茎)、洋ナシ(果実と果皮)、サクランボ（果
実）、マッシュルーム（子実体）のクロム濃度がいずれも1ppm以下であることを報告
している。Shinpら(1957)２０）とPrince(1957)20) は、トウモロコシ地上部の各部位の
クロム濃度を調べ、葉で生育初期に2ppmになることもあるが、成熟期には各部位とも
1ppm以下であることを見出している。BradfordとHarding(1957)23)は、南カリフォル
ニアのオレンジ葉中のクロムが、0.1～0.5ppmであることを見出している。Fleming
(1963)27) は、カンブリア紀頁岩に由来する土壌に生育させたオ－チャ－ドグラスなど
の牧草地上部各部位のクロムを分析し、0.14～0.35ppmの値を得ている。彼は、地上
部各部位間では、葉のクロム濃度が他の部位よりやや高いことも見出している。Bowen
(1964)24)は、トマト種子と葉でそれぞれ0.03μg/g、0.108μg/gのクロムを検出して
いる。Le Riche(1968)は、酢酸可溶性クロムを0.2及び0.7ppm含有する２種の土壌に
生育させたニラ、ビ－ト、ジャガイモ、ニンジンの各部位のクロム濃度を測定し、ニ
ラ、ビ－ト、ニンジン及びジャガイモ根部とも1ppm以下であるが、ジャガイモの地上
部はやゝ高く、それぞれ1.2、2.2ppmのクロムを含むこと、ビ－ト、ジャガイモ、ニ
ンジンでは、根部よりも地上部のクロム濃度が高いことを報告している。Hallerら
(1968)25)は、米、大麦、干しブドウ、リママメ、エンドウ、リンゴについていずれも
含水物当たり0.1ppm以下のクロム濃度であることを見出している。DaveyとMitchell
(1968)28)は、開花期のオ－チャ－ドグラスの地上部全体のクロム濃度は、0.4ppm以下
であるが、葉のクロムは地上部の他の部位より多く、2ppm以上含有していることを報
告している。石原らは、一連の報告4,6,8,9)で、温州ミカンの葉中のクロムを分析し、
0.4～1.8ppmの値を得ている。また、ナシ葉が平均0.2ppmのクロムを含有することも
報告している。市倉ら(1970)13)は、ポット栽培した水稲のワラ中に5ppmのクロムを検
出している。山添・越野(1970)16)は、水稲ワラで1.15ppm、玄米0.02ppm、小麦ワラで
1.44ppm、子実で0.08ppmの値を得ている。Toepferら(1972)21)は、小麦子実で0.32μ
g/g、果実類で0.09～1.48μg/g、野菜類で0.48～1.03μg/g、マッシュル－ムで
1.27μg/gのクロムを検出している。Robinsonら(1935)20)は、オ－クの葉が3～4ppm
のクロムを含有していること を見出している。このように通常植物の地上部に含有さ
れているクロムのレベルは、1ppm以下であるが、Van MerweとAnderssen(1937)20)及び
Vergnand(1959)20)が、オレンジ、大麦、小麦の葉で見出しているように7～15ppmのク
ロムを含むこともまれにある。石原ら(1968)6)は、温州ミカン幼木の各部位のクロムを
分析し、細枝1.5ppm、太根2.3ppm、細根10.3ppmの値を得ている。また、彼ら8)は,
日本各地の温州ミカン成木の細根のクロム濃度が2.7～36.7（平均10.1）ppmである
ことを報告している。
　少量のクロム塩の添加で生育が促進されるという報告もあるが、植物の生育にとっ
てクロムが必須元素であるという結論的な証拠はない。
　高濃度のクロムが植物の生育に障害を与えることは、多くの研究者が報告している。
Coupin(1900)21)は、クロム酸塩と二クロム酸ナトリウムと二クロム酸アンモニウムが

有害であり、二クロム酸塩の方がクロム酸塩より 毒性が強いと報告している。
Voelcker(1921)2０)は、クロム酸カリウムあるいは二クロム酸カリウムをCrとして
0.05％以上添加すると大麦が枯死し、0.005％添加でも著しい生育障害を受けること、
二クロム酸塩の方がクロム酸塩より毒性が強いことを見出している。Von Scharrerと
Schropp(1935) 20)は、培養液栽培のトウモロコシ幼植物が、硫酸クロムをCrとして
5ppm以上添加すると生育障害を受け、50ppm添加ではほとんど生育しないことを見出
している。Hewitt(1953)20)は、Crとして8ppmのクロムイオン、Crとして16 ppmのク
ロム酸イオンを添加された砂耕栽培のビ－トの葉に鉄クロロシスが 現れ、クロム酸
イオンがクロムイオンより毒性が強いこと、Crとして16 ppmのクロム酸イオンを添
加すると、トマトで10％、ジャガイモ50～70％、ケ－ル70～90％それぞれ対照区
より生育が低下することを報告している。Vanselow(1951)20)は、土壌へ150ppmのCr
を添加するとスィ－トオレンジ実生が生育障害を受けるが、その葉中のクロムレベル
は、健全な植物の葉中クロムレベル以上にならないことを見出している。Keiller
(1939)20)は、クロム酸カリウムとして施用されたクロムの茶樹に対する影響の発現は
遅く、多量投与した場合でも枯死するのに数ヶ月を要すると述べている。Hunterと
Vergnano(1935)20)は、培養液栽培のエンバクでCrとして5～10ppmの硫酸クロムを添
加するとクロロシスが現れ、15～50ppmで特異的なクロムの生育障害が現れることを
報告し、クロムの主な蓄積と障害の発現は、根に起こるという意見を述べている。
SoaneとSaunder(1959)20)は、砂耕栽培でCrとして5ppmのクロム酸イオンを添加する
とタバコは障害を受け、10ppm添加するとトウモロコシが障害を受けること、タバコ
の場合、障害を受けている植物の根のクロム含量は、葉のクロム含量の20倍以上に
なることを報告している。Hassら(1961)20)は、アボカドとカンキツの培養 液栽培試
験で25ppmCr以上で障害が発現すると報告している（文献 No.6より引用）。中島
(1963)3)は、T-Crとして406ppmを含有する輝緑岩土壌を用いたポット試験で温州ミカ
ンがCr0.01％（CrO3）の添加後5～7日で一部の枝が枯死し、その後葉脈間にクロロ
シスが発現し、そのときの葉内クロム濃度は、0.4ppmであったことから葉内濃度が
0.4ppmに達すると激しい過剰症が発現するとしている。また、彼は、0.1％添加後３
日で全樹体が枯死し、葉中クロム濃度が680ppmになることを報告している。早瀬ら
(1968)14)は、水稲及び大麦に対するクロム含有肥料資材、硫酸クロム及びクロム酸カ
リウムの影響をポット試験で検討し、水稲、大麦ともに肥料資材中に含有されるクロ
ムに起因する阻害は認められないが、硫酸クロムをCrとして200ppm以上添加すると
水稲の収量が著しく低下し、大麦では、60ppmでかなりの生育阻害がみられ（ワラ中
Cr10.3ppm）、200ppmでは生育途中で枯死すること、大麦に対するクロム酸カリウムの
影響は、硫酸クロムよりさらに強く30ppm以上で発芽後枯死すること、塩化クロムを
Crとして550ppm以上添加すると大麦の初期生育が抑制されたが、酸化クロムをCrと
して1000～1100ppm添加しても大麦及び水稲の発芽と初期生育とも影響を受けないこ
と、土壌中のクロム濃度の増加とともに全植物体のクロム濃度が増加することなどを
報告している。石原ら(1969)10)は、ナシ苗木を用いたポット試験でクロム（硫酸ク
ロム）の施用量の増加に伴って地上部・根部とも生育量が減少するが、とくに根の
生育量の低下が著しいことを見出している。日下ら(1970)1)は、ポット試験で土壌に
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Crとして約444ppmまでの硫酸クロムを添加し、コカブを生育させたが、生育・収量と
もほとんど影響を受けなかったこと、根部のクロム含量が、traceから10.2ppmに増加
したことを報告している。市倉ら(1970)13)は、ポット栽培の土壌に酸化クロム
（Cr2O3）をCrとして10～250ppm添加し、水稲を生育させ、25ppmで生育阻害が発現
し、そのときのワラ中クロムは18ppmであることを見出している。また、彼は、水稲
跡地にタマネギを生育させ、50ppm以上で茎葉の伸長に影響が出るが、250ppmでも球
根が肥大すること、250ppmでは、球根収量が約25％減少することを報告している。永
井(1973)2)は、ポット試験の成績からコカブに対するクロムの障害発現濃度（収量の
20％減収点としている） を施用量では、葉部700～2000mg/4.5kg土壌、根部200mg/
4.5kg土壌以上、元素含有量では葉部4～5ppm、根部3～12ppmであると報告してい
る。彼は、ポット栽培の水稲に対する硫酸クロム（Crとして約667ppm）、クロム酸ナ
トリウム（Crとして約33ppm）、酸化クロム（Crとして約666ppm）の影響を検討し、
乾田栽培では前記３化合物とも生育と収量に対する影響を与えないが、湛水栽培では、
酸化クロム（Crとして約222ppm添加）が水稲の生育と収量に著しく影響（収量の低
下）すること、化合物間の障害の強さは次のとおりであることを報告し、クロムの水
稲に対する毒性は、一般に小さいと意見を述べている。
 　　　　酸化クロム≧クロム酸ナトリウム＞硫酸クロム
 　クロム過剰の可視障害については、SoaneとSaunder(1959)20)が、トウモロコシにつ
いて次のように述べている。植物は、猛烈に生育が阻害され、葉が茎の周囲に巻きつ
く傾向がある。エンバクについて、HunterとVergnano(1953)20)が、生育が停止し、葉
は細くなり小さなネクロシスをもつ褐色となり、根はわずかしか生育しないことを報

告している。
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４－１表 植物体のクロム（１－１）

植 物 名 栽 培 組 織 齢・生育段階・産地・条件・採取時 Ｃｒｐｐｍ（乾物） 研究者（年）
（学 名） 様 式 欠乏 低 中 高 過 剰

Cr 3.4カ ブ 葉 部 品種 金町コカブ 無添加
)( ) ｶﾞﾗｽ室 根 部 明石川沖積土( ) ≦ 日下昭二ら( )Brassica rapa pH6.25 tr 1.5 1970 1

80 Cr 0.1-2.0g/ 3.9-5.2ポット 葉 部 収穫時（ 日間栽培） ﾎﾟｯﾄ
3.3-10.2根 部 添加

Cr 3.0葉 品種 金町コカブ 無添加
1.25根 明石川沖積土

Cr 0.1-2.0g/ 3.4-5.1葉 収穫期 ﾎﾟｯﾄ添加
)ポット 根 永井 操( )1.4 3.0-10.25 1973 2

Cr 2.25葉 品種 金町コカブ 無添加
1.25根 腐植質火山灰土

Cr 0.1-2.0g/ 2.5-6.1葉 収穫期 ﾎﾟｯﾄ添加
2.0 3.5- 7.9根

, 38 0.1温 州 ミ カ ン 圃 場 葉 輝緑岩質 台木ユズ 令 年健全樹
, 13 0.4( ) 土壌 ８月 台木ｶﾗﾀﾁ､令 年葉枯症状発現樹Citrus unshiu

)温 室 葉 樹令２年､早生､ ８月施用､ｸﾛﾛｼｽ 中島芳和( )Cr 0.01% 0.4 1963 3

Cr 0.1% 680（鉢） 葉 輝緑岩質 ８月施用､枯死
,9 Cr 0.08% 1.2葉 未耕地土壌 月 ８月施用､枯死

0.6-3.9徳島県下蛇紋岩地帯 栄養障害園
)圃 場 葉 春枝不着果枝 健全園 石原正義ら( )1.7-2.8 1968 4

0.8-2.8７～８月 健全園
)蛇紋岩地帯、春枝不着果枝、栄養障害園 月 石原正義ら( ),9 1.6-3.7 1968 5

1.3 4.0葉 杉山系、樹令３年
)細 枝 火山灰土壌 石原正義ら( )1.5-3.1 1968 6

Cr 0,2,5,10mg/ 2.3-2.9 7.6太 根 鉢添加（硫酸クロム使用）
10.3-13.3 53.8-85.1細 根 処理後２年目

1.4-1.7植木鉢 葉 ２年樹
3.0-5.8葉 杉山系、３年生樹 ３年樹

)細 枝 徳島県下蛇紋岩土壌 石原正義ら( )2.4 1968 7

11 4.5-7.4太 根 月採取
28.0-29.6細 根

2.9葉 春葉１年生葉 異常落葉樹障害葉
1.9大分県 〃 健全葉
5.3細 根 異常落葉園障害樹

)圃 場 正 常 樹 石原正義ら( )4.0 1971 8

1.6葉 春葉１年生葉 異常落葉樹正常葉
0.9熊本県 健 全 樹
5.4--11.8細 根 異 常 落 葉 樹
6.0-18.9健 全 樹
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４－１表 植物体のクロム（１－２）

植 物 名 栽 培 組 織 齢・生育段階・産地・条件・採取時 Ｃｒｐｐｍ（乾物） 研究者（年）
（学 名） 様 式 欠乏 低 中 高 過 剰

0.6- 0.9温 州 ミ カ ン 葉 春葉１年生葉 異常落葉樹障害葉
0.6- 0.9（つづき） 長崎県 〃 健全葉
7.5-12.2細 根 異 常 落 葉 樹
7.5-10.8健 全 樹
1.5- 1.8異常落葉樹障害葉
1.3- 1.8葉 春葉１年生葉 〃 健全葉
1.2- 1.3福岡県 健 全 樹
8.2-17.8細 根 異 常 落 葉 樹
10.3-15.8健 全 樹
1.0- 1.8異常落葉樹障害葉
0.9- 1.5葉 春葉１年生葉 〃 健全葉
0.4- 1.3香川県 健 全 樹
11.9-19.1細 根 異 常 落 葉 樹
8.8-26.2健 全 樹
1.3- 1.5葉 春葉１年生葉 異常落葉樹障害葉
0.8- 1.8徳島県 健 全 樹
3.1- 6.1細 根 異 常 落 葉 樹
11.7-36.7健 全 樹
4.4-13.2細 根 山口県 異 常 落 葉 樹

)圃 場 健 全 樹 石原正義ら( )6.0-11.8 1968 8

0.4- 1.3異常落葉樹障害葉
0.3- 1.1葉 春葉１年生葉 〃 健全葉
0.4- 0.8広島県 健 全 樹
4.3-13.5細 根 異 常 落 葉 樹
2.7-11.3健 全 樹
1.2- 1.6異常落葉樹障害葉
1.0- 1.2葉 春葉１年生葉 〃 健全葉
1.4- 2.0和歌山県 健 全 樹
8.3-16.5細 根 異 常 落 葉 樹
11.0-33.8健 全 樹
1.3異常落葉樹障害葉

0.7- 1.3葉 春葉１年生葉 〃 健全葉
1.3- 1.5愛知県 健 全 樹
7.1細 根 異 常 落 葉 樹
12.1健 全 樹
0.8- 1.0異常落葉樹障害葉
0.4- 1.1葉 春葉１年生葉 〃 健全葉
0.5- 2.0静岡県 健 全 樹
4.6-15.3細 根 異 常 落 葉 樹
6.3-10.9健 全 樹
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４－１表 植物体のクロム（１－３）

植 物 名 栽 培 組 織 齢・生育段階・産地・条件・採取時 Ｃｒｐｐｍ（乾物） 研究者（年）
（学 名） 様 式 欠乏 低 中 高 過 剰

)温 州 ミ カ ン 圃 場 葉 神奈川県、健全樹 春葉１年生葉 石原正義ら( )1.1- 1.6 1968 8

2.7-10.7（つづき） 細 根
0.2日 本 ナ シ 葉 品種 長十郎 健 全 園

1961 3.0( ) 細 根 年Pyrus serotina
2.2葉 和歌山県下 クロロシス
16.5細 根 蛇紋岩地帯 発 生 園
1.6徒長枝先端葉
1.6健全園 〃 中位葉
0.8〃 基部葉
0.8クロロシス 徒長枝先端葉
0.8圃 場 発 生 園 〃 中位葉

)品種 長十郎 〃 基部葉 石原正義ら( )1.6 1969 9

1.6葉 和歌山県下 クロロシス 徒長枝先端葉
1.6蛇紋岩地帯 発 生 園 〃 中位葉
2.2発生：微 〃 基部葉
1.6クロロシス 徒長枝先端葉
2.0発 生 園 〃 中位葉
1.6発生：中程度 〃 基部葉
0.8クロロシス 徒長枝先端葉
0.8発 生 園 〃 中位葉
0.8発生：甚 〃 基部葉

Cr 1.4細 枝 無添加
10.2太 根

, 24.7細 根 品種 長十郎樹令３年
Cr 3.3g/ 1.8細 枝 蛇紋岩土壌充填 鉢施用

15.7太 根 硫酸クロム使用
29.1細 根

)６月採取 石原正義ら( )trace 3.5- 5.1 1969 10

trace 6.4- 7.0葉 ７月採取
trace 3.4- 7.6品種 長十郎、樹令３年 ９月採取
trace 1.0- 1.6植木鉢 若 枝 火山灰土壌

Cr 0,30,60,120g/ trace 1.8- 4.9（土） 細 枝 鉢施用 細枝：２，３年生
trace 1.8- 10.0幹
trace 5.9- 20.9太 根
1.0 57.2-234.3細 根

1.2２年生樹、９月採取
)葉 品種 長十郎 ６月採取 石原正義ら( )2.2 1969 11

4.2蛇紋岩土壌充填 ３年生樹、７月採取
1.4９月採取
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４－１表 植物体のクロム（１－４）

植 物 名 栽 培 組 織 齢・生育段階・産地・条件・採取時 Ｃｒｐｐｍ（乾物） 研究者（年）
（学 名） 様 式 欠乏 低 中 高 過 剰

1.1日 本 ナ シ 若 枝
1.5（つづき） 細 枝 品種 長十郎 細枝：２，３年生

)植木鉢 幹 ３年生樹 石原正義ら( )1.9 1969 11

5.8太 根 蛇紋岩土壌充填
99.1細 根

: , 1.3-4.3水 稲 わ ら 品種 ヤマビコ収穫期、荒川沖積土充填
Cr 0,0.1,0.3,0.6,0.9,1.8,3.0g/ 0.5-1.6( ) もみがら ﾎﾟｯﾄ添加Oryza sativa

Cr 10 ppm 0.5品種：農林２５号
Cr 50 ppm 0.6１２日間栽培幼植物
Cr 200 ppm 11.7全 植 物 荒川沖積土

)酸化クロム添加 早瀬達郎ら( )Cr 500 ppm 39.8 1968 12

Cr 1000 ppm 104.1
Cr 10 ppm 6.6品種：農林２５号
Cr 50 ppm 5.0１２日間栽培幼植物
Cr 200 ppm 56.3全 植 物 荒川沖積土
Cr 500 ppm 133.5ポット 硫酸クロム添加
Cr 1000 ppm 262.3

)わ ら 品種 シラヌイ､収穫期､ 市倉恒七ら( ): 5-11 18-62 1970 13

添加（酸化クロム）Cr 0,10,25,100,250ppm
1.15わ ら 無 添 加
0.02玄 米 収穫期

Cr 3g/ 2.05わ ら 荒川沖積土 ﾎﾟｯﾄ添加
玄 米 硫酸クロム使用 山添文雄・越野正義0.02

)わ ら ﾎﾟｯﾄ添加 ( )Cr 0,0.05,0.1g/ 1.78-1.88 1970 14

0.04 0.25玄 米 クロム酸カリウム使用
Cr 3,5,9g/ 0.50-2.82わ ら ﾎﾟｯﾄ添加(酸化クロム)

)水 路 全 植 物 収穫期､ 供給､水口から 位置 加藤 保ら( )Cr 0.5ppm 10m 1.3-2.5 1973 15

0.55わ ら 無 添 加
0.28玄 米

Cr 1 3g/ 5.20わ ら 収穫期 及び ﾎﾟｯﾄ添加
0.28-0.30乾 田 玄 米 千葉県農業試験場 硫酸クロム使用

Cr 1 3g/ 5.20ポット わ ら 海成沖積土壌 及び ﾎﾟｯﾄ添加
)玄 米 酸化クロム使用 永井 操( )0.28-0.30 1973 16

Cr 1 3g/ 0.50わ ら 及び ﾎﾟｯﾄ添加
0.28玄 米 クロム酸ナトリウム使用
0.44わ ら 収穫期 無 添 加
0.25湛 水 玄 米 千葉県農業試験場

Cr 1 3g/ 0.78-4.27ポット わ ら 海成沖積土壌 及び ﾎﾟｯﾄ添加
0.28玄 米 硫酸クロム使用
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４－１表 植物体のクロム（１－５）

植 物 名 栽 培 組 織 齢・生育段階・産地・条件・採取時 Ｃｒｐｐｍ（乾物） 研究者（年）
（学 名） 様 式 欠乏 低 中 高 過 剰

Cr 1 3g/ 1.98-3.13水 稲 わ ら 収穫期 及び ﾎﾟｯﾄ添加
)（つづき） 湛 水 玄 米 千葉県農業試験場 酸化クロム使用 永井 操( )0.28 1973 16

Cr 1 3g/ 0.45-0.48ポット わ ら 海成沖積土壌 及び ﾎﾟｯﾄ添加
0.20-0.25玄 米 クロム酸ナトリウム使用

: 0.3-0.6* 3.6-13.6*大 麦 品種 関取埼玉１号､
( ポット 全 植 物 １ヶ月栽培幼植物 酸化クロム使用Hordeum

)vulgare) （土） 那須土壌 早瀬達郎ら( )0.3-0.4* 6.9-16.4* 1968 12

～ 添加 塩化クロム使用Cr 0 1100ppm
: 61 3.4-10.3小 麦 わ ら 品種 農林 号、収穫期、荒川沖積土壌

( ﾎﾟｯﾄ添加Triticum Cr 0,0.1,0.3,0.9,1.8,3g/
1.44aestivum) わ ら 無 添 加
0.08子 実

ポット わ ら 品種 農林 号 ﾎﾟｯﾄ添加 山添文雄・越野正義: 61 Cr 0.3,0.9,1.8g/ 1.92-3.25
)（土） 子 実 収穫期 フェロクロムスラグ使用 ( )0.1-0.19 1970 14

Cr 0.9g/ 0.19子 実 荒川沖積土壌 ﾎﾟｯﾄ､中ｸﾛﾑ鋼ｽﾗｸﾞ
Cr 0.3g/ 3.35わ ら ﾎﾟｯﾄ添加

0.11子 実 硫酸クロム使用
エ ン バ ク 圃 場 茎 葉 収穫期 蛇紋岩土壌 増田敏春・佐藤亮八0.36-0.91

)( ) 泥炭土壌 ( )Avena sativa 0.18 1961 17

トウモロコシ ポット 茎 葉 山添文雄・越野正義0.29
)ト マ ト （土） 茎 葉 収穫期、荒川沖積土壌 ( )0.27 1970 14

0.30果 実
2.20ア メ リ カ 茎 葉 部
0.50センダングサ 根 部
2.00ヒメジョオン 茎 葉 部
0.40根 部
4.60ヨ モ ギ 茎 葉 部
2.80根 部

タ イ ヌ ビ エ 茎 葉 部 柘植利久・松本貞義2.00
)自 生 根 部 東大阪市重金属 土壌中 含有 ( )Cr 0.62ppm 0.34 1973 18

4.80カズノコグサ 茎 葉 部 汚染田近傍
0.80根 部
2.60ク サ ネ ム 茎 葉 部
0.06根 部
2.20オ オ バ コ 茎 葉 部
0.22根 部

Cr 0.24ppm 1.80イ ヌ タ デ 茎 葉 部 土壌中 含有
1.40根 部

ﾄｳﾓﾛｺｼ 、ﾄﾏﾄ 、ｱﾒﾘｶｾﾝﾀﾞﾝｸﾞｻ 、ﾋﾒｼﾞｮｵﾝ 、ﾖﾓｷﾞ 、: : : : :Zea mays Lycopersicon esculwntum Bidens frondosa Erigeron annuus Artemisia princeps
Echinochloa iryzicola Beckmannia syzigachne Aeschynomene indica Planyago aeatica Polygonum langisetumﾀｲﾇﾋﾞｴ 、ｶｽﾞﾉｺｸﾞｻ 、ｸｻﾈﾑ 、ｵｵﾊﾞｺ 、ｲﾇﾀﾃﾞ: : : : :

風乾物当たり*:
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４－１表 植物体のクロム（１－６）

植 物 名 栽 培 組 織 齢・生育段階・産地・条件・採取時 Ｃｒｐｐｍ（乾物） 研究者（年）
（学 名） 様 式 欠乏 低 中 高 過 剰

Cr 0.24ppm 2.20ド ク ゼ リ 茎 葉 部 土壌中 含有
1.26根 部

メ ヒ シ バ 茎 葉 部 東大阪市重金属 柘植利久・松本貞義0.82
)根 部 汚染田近傍 土壌中 含有 ( )Cr 0.44ppm 0.26 1973 18

0.25カヤツリグサ 自 生 茎 葉 部
0.11根 部

Cr 61.1 ppm 5.6紀州 土壌中
スズメノヒエ 〃 九州農業試験場環境第２部66.7 ppm 5.6

)植 物 体 Ｃｒ含有泥土 〃 土壌肥料第２研究室( )38.9 ppm 1.4 1973 19

61.1 ppm 4.2ギ シ ギ シ 〃
63.9 ppm 188.9コ ケ 〃

Cicuta virosa Digitaria ciliaris Cyperus microiria Paspalum distichum Rumex crispusﾄﾞｸｾﾞﾘ 、ﾒﾋｼﾊﾞ 、ｶﾔﾂﾘｸﾞｻ 、紀州ｽｽﾞﾒﾉﾋｴ 、ｷﾞｼｷﾞｼ: : : : :

４－１表 植物体のクロム（２－１）

植 物 名 栽 培 組 織 齢・生育段階・産地・条件・採取時 Ｃｒｐｐｍ（乾物） 研究者（年）
（学 名） 様 式 欠乏 低 中 高 過 剰

)ホウレンソウ 可 食 部 市場 ( )1.03 Toepfer et al. 1973 21

Cr 0.2 0.7ppm 0.42-1.00ニ ラ 全 植 物 成熟、 ～ 含有土壌
Cr2.0-3.5ppm 0.28-0.80同上土壌に 含有汚泥添加

)ビ － ト 圃 場 地 上 部 成熟 汚泥無添加 ( )0.8 -0.9 Le Riche 1968 22

Cr 0.2 0.7ppm 0.3( ) 根 ～ 含有土壌Beta vulgaris
Cr 2.0-3.5ppm 0.8 -1.2地 上 部

0.5- 1.1根 含有汚泥添加
)ジ ャ ガ イ モ －－－ 塊 茎 －－－ ( )0.002 Saint-Rat 1948 20

1.20-2.20( 地 上 部 成熟 汚泥無添加Solanum
)tuberosum) 塊 茎 ～ 含有土壌 ( )Cr 0.2 0.7ppm 0.08-0.10 Le Riche 1968 22

Cr 2.0-3.5ppm 2.50-3.50圃 場 地 上 部
0.01-0.05塊 茎 含有汚泥添加

)塊 茎 市場 ( )0.55 Toepfer et al. 1973 21

0.57
0.38-0.44ニ ン ジ ン 地 上 部 成熟 汚泥無添加

)( ) 根 ～ 含有土壌 ( )Daucus carota Cr 0.33 1.5ppm 0.03 Le Riche 1968 22

Cr 0.33-1.5ppm 0.82-0.94圃 場 地 上 部
0.04-0.09根 含有汚泥添加

)可 食 部 市場 ( )0.78 Toepfer et al. 1973 21

)ト マ ト 種 子 －－－ ( )0.03 Bowen 1964 24

0.11－－－ 葉
)イ チ ゴ 果 実 市場 ( )0.34 Toepfer et al. 1973 21

Spinacia oleracea Allium tuberosum Lycopersicon esculentum Fragaria ananassaﾎｳﾚﾝｿｳ 、ﾆﾗ 、ﾄﾏﾄ 、ｲﾁｺﾞ: : : :
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４－１表 植物体のクロム（２－２）

植 物 名 栽 培 組 織 齢・生育段階・産地・条件・採取時 Ｃｒｐｐｍ（乾物） 研究者（年）
（学 名） 様 式 欠乏 低 中 高 過 剰

)オ レ ン ジ 圃 場 葉 －－－ ( )10.0 Van der Merwe et al. 1937 20

)( ) 葉 南カリフォルニア高生産性果樹園 ( )Citrus sinensis 0.1 -0.4 Bradford & Harding 1957 23

)－－－ ( )0.20-0.30 Liebig et al. 1924 20

0.50-1.00温 室 葉 幼植物
)0.70 Vanselow 1951( )20

tr.-0.20 1.00ポット 葉 土耕 －－－ >
)圃 場 果 実 成熟、市場 ( )0.31 Toepfer et al. 1973 21

0.03西 洋 ナ シ 果 実
)( 果 皮 成熟 ( )Pyrus 0.50 Saint-Rat 1948 20

0.85commuris)
)果 実 －－－ ( )0.029** Haller et al. 1965 25

0.037**リ ン ゴ 果 肉 新鮮物
1.48( ) 圃 場 果 皮 成熟 市 場Malus pumila

)果 肉 ( )0.09 Toepfer et al. 1973 21

0.38バ ナ ナ 果 肉
0.22ブル－ベリ－ 果 実 成熟、市場

)サ ク ラ ン ボ 果 実 ( )0.032 Saint-Rat 1948 20

)大 麦 －－－ 葉 －－－ ( )7.60 Vergnano 1959 20

)圃 場 穀 粒 成熟 ( )0.002** Haller et al. 1968 25

)小 麦 －－－ 葉 －－－ ( )4.50-6.50 Vergnano 1959 20

10.20-14.80( －－－ 〃 －－－Triticum
0.32aestivum) 穀 粒 成熟

)圃 場 胚 芽 ( )0.24 Toepfer et al. 1973 21

0.42ふ す ま ふすま＋粗粉
0.25粉

)カ ラ ス ム ギ 培養液 葉 －－－ ( )0.40 3.90 252.0 Hunter & Saunder 1953 20

)土 壌 葉 ＋ 茎 南ロ－デシア、蛇紋岩土壌、 日目 ( )45 3.10-11.00 Soane & Saunder 1959 26

)稲 圃 場 穀 粒 成熟 ( )0.003** Haller et al. 1965 25

4 -17トウモロコシ 圃 場 葉 成熟、南ロ－デシア、蛇紋岩土壌
Cr 0.5 ppm 3( )Zea mays

)砂 耕 葉 成熟 ( )1.0 ppm 9 Soane & Saunder 1959 26

5 ppm 7
10 ppm 8

)成 熟 ( )0.50 Shinp et al. 1957 20

0.74-2.07葉 幼 植 物
0.69-1.22絹糸抽出期

)－－－ 成 熟 ( )0.44-0.80 Prince 1957 20

0.22茎
0.48穀 粒 成 熟
0.53穂 軸

Musa Vaccinium Prunus avium Hordeum vulgare :Avena sativa :Oryza sativa**: : spp. : spp. : :新鮮物当たり、ﾊﾞﾅﾅ 、ﾌﾞﾙｰﾍﾞﾘｰ 、ｻｸﾗﾝﾎﾞ 、大麦 、ｶﾗｽﾑｷﾞ 、稲
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４－１表 植物体のクロム（２－３）

植 物 名 栽 培 組 織 齢・生育段階・産地・条件・採取時 Ｃｒｐｐｍ（乾物） 研究者（年）
（学 名） 様 式 欠乏 低 中 高 過 剰

)トウモロコシ －－－ 殻 成 熟 ( )0.34 Prince 1957 20

)（つづき） 葉 －－－ － － ( )4 9 4 8 Soane & Saunder 1959 26

)リ マ マ メ 種 子 ( )0.027* Haller et al. 1965 25

0.034*エ ン ド ウ 圃 場 種 子 成 熟
)さ や ( )0.48 Toepfer et al. 1973 21

)禾 本 科 植 物 自 生 地 上 部 南ロ－デシア、蛇紋岩土壌 － ( )3 26 Soane & Saunder 1959 26

0.15オ－チャ－ド 穂
)グ ラ ス 葉 成熟初期、褐色土 ( )0.28 Fleming 1963 27

0.17( 茎Dactyis
0.60glomerata) 圃 場 小 穂 花
4.23葉 開花期

)葉 鞘 ( )1.30 Davey & Mitchell 1968 28

0.50茎 開花期
0.32地 上 部
0.14メド－フェスク 穂
0.32( 葉Festuca
0.15pratensis) 茎
0.16ペ レ ニ ア ル 穂
0.35ラ イ グ ラ ス 葉

)圃 場 茎 成熟初期、褐色土 ( )0.15 Fleming 1963 27

0.21チ モ シ － 穂
0.29( 葉Phleum
0.15pratense) 茎
0.14赤 ク ロ － バ 頭 状 花
0.24( 葉＋葉柄Trifolium
0.21pratense) 茎
3.00イングランド 葉 －－－

)オ － ク 自 生 ( )Robinson et al. 1935 20

4.00オ － ク 葉 －－－
)マッシュル－ム －－－ －－－ －－－ ( )0.058-0.135 Saint Rat 1948 20

1.27子 実 体 市場
)黒 コ シ ョ ウ －－－ －－－－ 市場 ( )0.38 Toepfer et al. 1973 21

1.28ト ウ ガ ラ シ －－－ －－－－ 〃
)タ バ コ 砂 耕 葉 ３ヶ月間栽培 ( )4 14 18- 34 Soane & Sauder 1959 26

ppm 13 175 375-410根 Ｃｒ０～１０ 添加
ﾘﾏﾏﾒ 、ｴﾝﾄﾞｳ 、ﾍﾟﾚﾆｱﾙﾗｲｸﾞﾗｽ 、ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞｵｰｸ ｵｰｸ 、: : : : :Phaseolus limensis Pisum sativum Lolium perenne Querus robus Querus spp.
ﾏｯｼｭﾙｰﾑ 、黒ｺｼｮｳ 、ﾄｳｶﾞﾗｼ ﾀﾊﾞｺ 、 新鮮物当たり: : : : *:Cantharellus dfarium Piper nigrum Capsicum frutescens Nicotiana tubacum、
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